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部門 新築 建物種別 建築物（非住宅・一般部門）

建物名称 渋谷区新庁舎・公会堂 所在地 東京都渋谷区

用途 事務所　集会所　 延床面積 42,000 ㎡

設計者 株式会社日本設計 施工者 東急建設株式会社

事業期間 平成26年度～平成30年度

参考図

渋谷区スマートウェルネス新庁舎プロジェクト
三井不動産レジデンシャル株式会社

渋谷区

提案
概要

渋谷区の新区庁舎・公会堂の建替計画。渋谷区スマートウェルネスシティのリーディングプロジェクトを目
指し、庁舎に適した省CO2技術を結集するとともに、自然採光・自然換気・緑化ルーバーやゆらぎを生み
出す空調システムなどによって、健康で快適な執務環境の実現を目指す。また、複数のエネルギー源や
自然エネルギーを活用したエネルギーシステムを構築することで、災害活動拠点として省CO2と災害時
のエネルギー自立の両立を図る。

事業
概要

概評

緑化ルーバーを始めとする建築的手法、快適な執務環境の実現を目指した高効率設備など、バランス良
く省CO2対策を実施しつつ、災害拠点として高度な機能維持を図るなど、都心に立地する庁舎と公会堂
の一体整備としてシンボリックな取り組みは、波及、普及につながるものと評価した。建物竣工後も、多数
の人々が訪れる施設として、地域への波及、普及に向けた積極的な取り組みが進められることを期待す
る。

公会堂

ホール客席居住域空調
壁吹出・床吸込の変風量の居住域
空調を採用

LED照明
全館にLED照明を採用

エネルギー見える化・BEMS
区民・職員へのエネルギー見える化
のためのデジタルサイネージと省エ
ネサポートが可能なBEMSを採用

超節水便器
超節水型の便器を採用

省資源・節水

パッシブ建築

省エネ設備システム

雨水利用
屋根に降った雨を雨水貯留槽に貯
水し、便所洗浄水などに再利用

再生可能エネルギー
太陽光発電

屋上に太陽光発電約50kWを採用

屋上緑化
公会堂屋根に屋上緑化を採用

庁舎

居住域空調
吹抜空間は居住域空調を
採用

自然換気
自然換気窓と通風効果を利用した
自然換気を採用

緑化ルーバー
植物の蒸散効果による外気冷却、アメニティ
向上などが期待できる緑化ルーバーを採用

ダクトレス空調
「ゆらぎ」を生み出す変風量のダクトレス空
調システムを採用

クールビズ対応空調
夏期の除湿が可能な外気処理空
調機と最適外気導入量制御を採用

庇・ルーバー
外壁に庇とルーバーを採用

自然採光
昼光率の高い執務室の窓上部に拡散光を室
の奥まで導入できる光拡散フィルムを採用

冷却水･コージェネ排熱のカスケード利用
夏期のホール空調用の再熱熱源として冷凍機の
冷却水排熱とコージェネ排熱をカスケード利用す
るシステムを採用

ガスコージェネレーション
災害に強い中圧ガスを利用したブラックア
ウトスタート対応のコージェネレーションシ
ステムと高効率熱源システムを採用

照明省エネ制御
明るさセンサー、人感センサーなどによる照
明の省エネ制御を採用

渋谷区庁舎 渋谷公会堂
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